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１０月３１日

２０２１年（令和３年） １０月３１日 日曜日 （１４）（第三種郵便物認可）

諏
訪
地
域
の
中
高
生
に
主
体

的
、
対
話
的
な
学
び
の
機
会
を
提

供
す
る
「
学
び
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
」
が
�
日
、
諏
訪
市
駅
前
交
流

テ
ラ
ス
す
わ
っ
チ
ャ
オ
で
始
ま
っ

た
。
学
校
と
連
携
し
て
子
ど
も
の

学
び
を
支
援
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

「
Ｓ
Ｕ
Ｗ
Ａ
次
世
代
の
学
び
推
進

フ
ォ
ー
ラ
ム
」（
諏
訪
市
）
の
初
企

画
で
、
国
内
外
で
活
躍
す
る
専
門

家
を
招
き
、
生
徒
自
ら
課
題
を
発

見
し
、
解
決
策
を
考
え
る
。
初
回

は
「
ワ
イ
ン
と
温
暖
化
」
を
テ
ー

マ
に
、
八
ケ
岳
山
麓
が
ブ
ド
ウ
栽

培
の
適
地
に
な
り
つ
つ
あ
る
現
状

を
踏
ま
え
、
気
候
変
動
や
環
境
の

重
要
性
に
理
解
を
深
め
た
。

推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
今
年
４

月
、
時
代
に
対
応
し
た
新
し
い
学

び
を
民
間
か
ら
支
援
し
よ
う
と
、

企
業
経
営
者
や
教
育
者
ら
が
設

立
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
活
動
の

「
第
一
歩
」
で
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
が
落
ち
着
い
て
き
た
こ

と
を
受
け
て
本
格
的
に
始
動
し

た
。ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
「
ワ
イ
ン

と
温
暖
化
」「
縄
文
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」

「
た
の
し
い
数
学
」「
地
図
か
ら
読

む
世
界
情
勢
」
の
４
講
座
（
全
２

〜
３
回
）
で
、
テ
ー
マ
に
精
通
し

た
地
域
住
民
が
進
行
役
を
務
め
、

国
内
外
で
活
躍
す
る
ゲ
ス
ト
を
招

く
。
定
員
は
各
講
座
�
人
。
現
在

４
講
座
に
計
７
人
の
申
し
込
み
が

あ
る
と
い
う
。

「
ワ
イ
ン
と
温
暖
化
」（
全
３

回
）
は
、
オ
ー
ベ
ル
ジ
ュ
・
エ
ス

ポ
ワ
ー
ル
（
茅
野
市
）
の
シ
ニ
ア

ソ
ム
リ
エ
野
村
秀
也
さ
ん
が
進
行

役
。
初
回
は
、
ワ
イ
ン
輸
入
卸
売

会
社
代
表
の
竹
下
正
樹
さ
ん
を
招

き
、
フ
ラ
ン
ス
の
ブ
ド
ウ
栽
培
や

ワ
イ
ン
醸
造
に
つ
い
て
学
ん
だ
。

竹
下
さ
ん
は
土
壌
や
空
気
が
ワ
イ

ン
の
味
や
香
り
に
与
え
る
影
響
を

指
摘
し
、
「
ワ
イ
ン
に
は
土
地
の

情
報
が
入
っ
て
い
る
。
フ
ラ
ン
ス

で
は
土
地
の
景
観
を
守
る
こ
と
も

農
家
の
仕
事
」
と
話
し
て
い
た
。

受
講
し
た
原
村
原
中
学
校
３
年

の
藤
森
悠
未
さ
ん（
�
）は
、
同
校

の
「
ワ
イ
ン
講
座
」
で
ブ
ド
ウ

栽
培
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
「
ブ

ド
ウ
や
ワ
イ
ン
の
こ
と
を
詳
し
く

学
び
た
く
て
参
加
し
ま
し
た
。

学
校
の
み
ん
な
に
伝
え
た
い
」
と

語
り
、
国
内
外
で
活
躍
す
る
プ
ロ

の
話
に
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い

た
。同

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
古
原
正
之
副

理
事
長
は
「
学
校
の
先
生
だ
け
で

は
展
開
し
に
く
い
テ
ー
マ
が
あ

る
。
私
た
ち
が
地
域
の
中
で
培
っ

た
人
脈
を
生
か
し
な
が
ら
、
子
ど

も
た
ち
に
知
的
な
刺
激
を
与
え
て

い
き
た
い
。
諏
訪
地
域
を
支
え
る

子
ど
も
た
ち
の
考
え
方
や
生
き
方

の
参
考
に
な
れ
ば
」
と
語
っ
た
。

受
講
者
は
随
時
募
集
し
て
い

る
。
申
し
込
み
は
、
北
原
さ
ん（
携

帯
０
８
０
・
５
４
０
７
・
８
９
９

５
、
メ
ー
ルh

ip
s@
m
x
a.

m
esh
.n
e.jp

）
へ
。

（
唐
沢
宏
）

岡
谷
市
の
有
志
ら
で
つ
く
る
読

書
グ
ル
ー
プ
「
岡
谷
で
読
み
つ
む

ぐ
会
」（
小
坂
英
之
代
表
）
は
�
月

３
日
、
諏
訪
地
方
の
信
仰
を
テ
ー

マ
に
し
た
読
書
イ
ベ
ン
ト
を
同
市

の
イ
ル
フ
プ
ラ
ザ
カ
ル
チ
ャ
ー
セ

ン
タ
ー
で
開
く
。
地
元
の
グ
ル
ー

プ
が
制
作
し
た
絵
本
の
朗
読
や
紙

芝
居
の
読
み
聞
か
せ
な
ど
を
す

る
。
作
者
ら
と
の
意
見
交
換
の
時

間
も
あ
り
、
自
由
に
意
見
を
交
わ

し
な
が
ら
交
流
す
る
。

同
会
は
、
本
を
通
じ
て
会
員
の

交
流
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
２

０
１
９
年
か
ら
定
期
的
に
同
じ
本

を
読
ん
で
書
評
会
を
開
い
て
い

る
。
今
回
は
、
よ
り
多
く
の
人
に

本
に
触
れ
て
も
ら
い
読
書
文
化
を

広
げ
よ
う
と
、
一
般
の
人
が
事
前

に
本
を
読
ま
な
く
て
も
参
加
で
き

る
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
た
。

当
日
は
、
諏
訪
の
龍
神
に
ま
つ

わ
る
民
話
の

絵
本
「
諏
訪

の
龍
神
さ

ま
」、諏
訪
湖

の
御
神
渡
り

を
分
か
り
や

す
く
紹
介
す

る
紙
芝
居

「
御
渡
り
」

の
朗
読
や
読

み
聞
か
せ
を

制
作
関
係
者
が
行
う
。
こ
の
ほ

か
、
諏
訪
の
龍
神
が
物
語
の
重
要

な
シ
ー
ン
で
描
か
れ
た
公
開
中
の

か
み
あ
り
づ
き

長
編
ア
ニ
メ
映
画
「
神
在
月
の
こ

ど
も
」
に
つ
い
て
も
取
り
上
げ

る
。閉

会
後
は
「
諏
訪
の
龍
神
さ

ま
」
の
再
話
を
担
当
し
た
河
西
皆

子
さ
ん
�
同
市
銀
座
�
の
サ
イ
ン

会
を
開
く
。
小
坂
代
表
は
「
本
を

通
じ
て
仲
間
の
輪
が
広
が
れ
ば
う

れ
し
い
。
お
互
い
に
感
想
を
言
い

合
う
の
は
非
常
に
楽
し
い
の
で
、

ぜ
ひ
参
加
し
て
ほ
し
い
」
と
呼
び

掛
け
て
い
る
。

時
間
は
午
後
４
〜
５
時
�
分
。

参
加
無
料
。
定
員
�
人
。
参
加
希

望
者
は
小
坂
代
表
（
電
話
０
８
０

・
５
１
０
８
・
６
４
８
８
）
へ
。

（
山
本
雄
太
）

来
春
の
諏
訪
大
社
式
年
造
営

御
柱
大
祭
（
御
柱
祭
）
で
上
社

ひ
に
曳
き
建
て
ら
れ
る
御
柱
８
本

が
茅
野
市
玉
川
の
「
仮
置
き

場
」
に
並
ん
で
初
の
週
末
を
迎
え
た
�
日
、
巨
木
を
間
近
で

見
よ
う
と
、
地
元
住
民
ら
が
次
々
と
訪
れ
た
。
「
太
い
ね
」

と
言
い
な
が
ら
、
横
一
列
に
並
ん
だ
御
柱
を
見
学
。
近
づ
く

大
祭
に
向
け
て
気
持
ち
を
高
め
た
。

（
小
尾
口
有
二
）

�
年
ぶ
り
に
同
市
玉
川
の
御
小

屋
山
に
あ
る
諏
訪
大
社
社
有
林
か

ら
調
達
し
た
。
仮
置
き
場
は
八
ケ

岳
中
央
農
業
実
践
大
学
校
（
原

村
）
の
敷
地
に
設
け
ら
れ
て
お

り
、
訪
れ
た
人
た
ち
は
記
念
写
真

を
撮
っ
た
り
、
木
の
素
性
を
吟
味

し
た
り
し
た
。

同
市
玉
川
の
飯
山
治
雄
さ
ん

（
�
）は
す
べ
て
の
御
柱
が
一
度
に

見
ら
れ
る
良
い
機
会
と
２
人
の

孫
ら
と
一
緒
に
訪
れ
た
。
「
立
派

な
御
柱
。
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染

状
況
が
ど
う
な
る
か
分
か
ら
な
い

が
、
本
番
が
楽
し
み
」
と
語
っ

た
。「

御
柱
を
見
る
と
気
持
ち
が
高

ぶ
り
ま
す
」
と
話
し
た
の
は
、
毎

え
い
こ
う

回
曳
行
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
と

い
う
同
市
城
山
の
大
澤
久
子
さ
ん

（
�
）。コ
ロ
ナ
の
感
染
収
束
を
願

い
、
「
御
柱
祭
で
は
み
ん
な
で
曳

き
た
い
」
と
し
た
。

	
月
中
旬
に
行
わ
れ
た
伐
採
作

業
に
奉
仕
し
た
同
市
玉
川
の
鈴
木

徳
男
さ
ん（


）は
「
伐
採
の
時
は

か
な
り
太
い
と
感
じ
た
が
、
こ
う

し
て
並
べ
て
み
る
と
細
く
感
じ

る
」
。
久
し
ぶ
り
に
御
小
屋
山
か

ら
確
保
し
、
「
山
に
は
他
に
も
候

補
に
な
り
そ
う
な
木
が
た
く
さ
ん

あ
っ
た
。
多
く
の
人
が
来
て
曳
け

る
御
柱
祭
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と

望
ん
だ
。

御
柱
は
来
年
３
月
�
日
ご
ろ
ま

で
同
所
に
仮
置
き
さ
れ
る
。

それぞれの作品を手に来
場を呼び掛ける関係者

◆
Ｊ
Ｒ
上
諏
訪
駅
で
車
両
故
障
、
普

通
列
車
５
本
運
休

�
日
午
前
６
時

�
分
ご
ろ
、
Ｊ
Ｒ
中
央
東
線
の
上
諏

訪
駅
に
停
車
中
の
同
駅
６
時


分
発

辰
野
行
き
３
両
編
成
普
通
列
車
の
安

全
装
置
が
正
常
に
作
動
し
な
く
な
っ

た
。
Ｊ
Ｒ
東
日
本
長
野
支
社
に
よ
る

と
、
こ
の
影
響
で
同
列
車
を
含
む
普

通
列
車
上
下
５
本
が
運
休
し
、
約
１

５
０
人
に
影
響
が
出
た
。
同
支
社
は

不
具
合
の
原
因
を
調
べ
て
い
る
。

◆
赤
岳
で
腰
痛
訴
え
た
男
性
救
助

�
日
午
前
９
時
�
分
ご
ろ
、
八
ケ
岳

連
峰
赤
岳
で
、
北
安
曇
郡
白
馬
村
の

自
営
業
男
性（
�
）か
ら
下
山
中
に
腰

痛
で
動
け
な
く
な
っ
た
│
と
１
１
０

番
通
報
が
あ
っ
た
。
同
�
時
半
す
ぎ

に
県
警
ヘ
リ
で
救
助
し
て
茅
野
市
内

の
病
院
に
収
容
し
た
。
男
性
は
腰
痛

の
軽
傷
。
茅
野
署
に
よ
る
と
、
男
性

は
�
日
に
２
人
パ
ー
テ
ィ
ー
で
入
山

し
、
赤
岳
山
頂
か
ら
下
山
中
だ
っ
た

と
い
う
。 コ

ロ
ナ
感
染

県
内
１
人

県
は
�
日
、
県
内
で
中
野
市
の

�
代
女
性
１
人
が
新
た
に
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
た
と
発

表
し
た
。
感
染
経
路
を
調
べ
て
い

る
。
一
日
当
た
り
の
感
染
者
の
発

表
が
	
人
未
満
と
な
る
の
は
�
日

連
続
。
県
内
の
累
計
は
８
８
７
２

人
と
な
っ
た
。

�
日
午
後
４
時
現
在
の
県
内
の

感
染
者
の
療
養
状
況
は
入
院
８

人
、
宿
泊
療
養
中
�
人
、
自
宅
療

養
中
４
人
。
中
等
症
が
３
人
で
重

症
は
い
な
い
。

確
保
病
床
使
用
率
は
�
日
午
後

８
時
現
在
で
１
・
３
％
。県
内
４
地

ひ
っ
ぱ
く

域
別
の
病
床
逼
迫
度（
軽
症
・
中
等

症
用
病
床
の
使
用
率
）は
南
信
０
・

８
％
、東
信
０
・
０
％
、中
信
０
・
０

％
、北
信
４
・
４
％
。（
前
田
智
威
）

北
原
幸
男
氏

（
き
た
は
ら
・
ゆ
き
お
）

茅
野
市
ち

の
２
４
５
の

７
（
上
原
）、

�
日
午
後
０

時
�
分
死
去
。

�
歳
。

葬
儀
は
�
日
茅
野
市
ち
の
横

内
の
セ
レ
モ
ニ
ー
ハ
ー
ト
ア
イ

プ
ラ
ザ
で
時
節
柄
近
親
者
に
て

執
り
行
っ
た
。
喪
主
は
長
男
の

幸
一
（
こ
う
い
ち
）
氏
。

茅
野
市
ち
の
上
原
の
故
北
原

幸
次
郎
氏
と
故
ユ
キ
子
さ
ん
の

長
男
。
北
幸
果
樹
園
を
妻
の
故

郁
子
さ
ん
と
長
年
自
営
し
、
１

男
２
女
を
養
育
。
上
原
区
長
、

高
齢
者
ク
ラ
ブ
桃
寿
会
役
員
な

ど
歴
任
。
旅
行
、
野
菜
作
り
な

ど
に
親
し
み
、
孫
、
ひ
孫
の
成

長
を
楽
し
み
に
し
て
い
た
。

喪
主
幸
一
氏
は
家
業
を
継

ぎ
、
北
幸
果
樹
園
を
自
営
。
喪

主
妻
は
富
美
さ
ん
。
長
女
は
地

堂
み
は
る
さ
ん
。
次
女
は
瀬
畑

千
春
さ
ん
。
孫
は
小
林
菜
実
さ

ん
、
藤
松
咲
希
さ
ん
、
堀
井
愛

未
さ
ん
。
家
族
で
故
人
の
介
護

に
尽
く
し
た
。

細
川
英
子
さ
ん

（
ほ
そ
か
わ
・
え
い
こ
）

富
士
見
町

落
合
９
９
８

４
の
６
６
４

（
富
里
）、�

日
午
前
６
時

死
去
。
�
歳
。

葬
儀
は
�
月
２
日
午
後
４
時

か
ら
弔
問
受
付
、
同
５
時
か
ら

葬
儀
・
告
別
式
を
時
節
柄
近
親

者
に
て
茅
野
市
宮
川
安
国
寺
の

茅
野
シ
テ
ィ
ホ
ー
ル
で
。
喪
主

は
長
男
妻
の
美
代
（
み
よ
）
さ

ん
。辰

野
町
小
野
の
小
野
家
の
次

女
。
夫
の
故
細
川
和
正
氏
と
理

容
ホ
ソ
カ
ワ
を
長
年
自
営
し
、

１
男
１
女
を
養
育
。
カ
ラ
オ
ケ

な
ど
に
親
し
み
、
孫
の
成
長
を

楽
し
み
に
し
て
い
た
。

喪
主
美
代
さ
ん
は
ヘ
ア
ー
セ

シ
ル
を
自
営
し
、
長
男
で
喪
主

夫
の
元
彦
氏
と
富
士
見
町
落
合

桜
ケ
丘
在
住
。
長
女
千
枝
美
さ

ん
は
夫
野
竹
芳
人
氏
と
同
地
在

住
。
孫
は
佳
乃
さ
ん
、
佑
郁
さ

ん
。清

水
金
二
氏

（
し
み
ず
・
き
ん
じ
）

原
村
１
１

８
７
４
（
払

沢
）、９
月
�

日
死
去
。
�

歳
。

葬
儀
は
�
月
１
日
午
前
	
時

�
分
か
ら
弔
問
受
付
、
同
�
時

か
ら
葬
儀
・
告
別
式
を
時
節
柄

近
親
者
に
て
茅
野
市
玉
川
の
Ｊ

Ａ
虹
の
ホ
ー
ル
た
ま
が
わ
で
。

喪
主
は
兄
の
泰
裕
（
や
す
ひ

ろ
）
氏
。

原
村
払
沢
の
故
清
水
金
起
氏

と
功
子
さ
ん
の
次
男
。
三
協
精

機
製
作
所
を
経
て
、
愛
媛
県
の

井
関
松
山
製
造
所
に
長
年
勤
務

し
定
年
退
職
。
２
男
を
養
育
。

旅
行
な
ど
に
親
し
ん
だ
。

喪
主
泰
裕
氏
は
ス
ワ
リ
ク

に
、
喪
主
妻
優
子
さ
ん
は
原
村

社
会
福
祉
協
議
会
に
そ
れ
ぞ
れ

勤
務
。
長
男
は
功
太
郎
氏
。
次

男
は
一
喜
氏
。 仏

壇
に
丈
の
短

か
き
菊
の
花
／
老

い
る
こ
と
日
々
に

発
見
冬
隣
�
北
原

き
よ
美
（
飯
島

町
）「
み
す
ゞ
」

30 日 の 気 温
最 高 最 低

諏 訪 17.0 1.9

+1.1 -4.0

飯 田 18.7 3.1

+0.7 -4.0

松 本 19.4 1.1

+2.3 -4.5

長 野 18.0 2.7

+1.2 -3.9

軽 井 沢 14.6 -1.2

+0.5 -4.0
下段は平年比高低

原 村 15.8 -1.1
辰 野 17.5 0.9
伊 那 18.4 1.7
飯 島 16.4 2.1

中
高
生
へ
主
体
的
な
学
び
の
機
会

す
わ
っ
チ
ャ
オ
で「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」始
ま
る

国
内
外
で
活
躍
の
専
門
家
招
く

30 日１７時気象衛星

諏訪の信仰テーマに
来月３日読書イベント

岡谷で読みつむぐ会

中高生向けに開講した学びのワークショップ。国内外で
活躍する専門家の知識や経験を通して学びを深めていく

地元住民 巨木を間近で
「仮置き場」で見学 記念撮影

仮
置
き
場
に
並
べ
ら
れ
た
御
柱
の
前
で
記
念
写
真
を
撮
る
人
た
ち


